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は
じ
め
に

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
大
念
佛
寺
所
蔵
の
一
本
は
、
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
の
成
立
と
展
開

を
考
え
る
上
で
、
あ
ら
た
な
座
標
を
提
供
す
る
伝
本
で
あ
る（
（
（

。

　
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
は
、
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
に
成
立
し
て
以
降
、
念
仏
勧
進

の
具
と
し
て
江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
数
多
く
の
伝
本
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
発
展
に
大
き

な
貢
献
を
果
た
し
た
の
が
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
勧
進
聖

良
鎮
で
あ
る
。
日
本
国
六
十
余
州
へ
の
念
仏
勧
進
を
志
す
良
鎮
の
も
と
で
、
絵
巻
は
全

国
に
流
布
す
る
と
同
時
に
、
絵
巻
史
上
最
初
の
版
本
化
（
明
徳
版
本
）
が
な
さ
れ
、
さ

ら
に
室
町
将
軍
と
上
皇
、
女
院
が
共
に
結
縁
す
る
肉
筆
の
記
念
碑
的
な
絵
巻
（
清
凉
寺

本
）
も
創
ら
れ
た（
（
（

。
こ
れ
ら
の
絵
巻
制
作
を
動
機
付
け
た
の
が
、
正
和
三
年
の
跋
を
持

つ
絵
巻
で
あ
り
そ
の
勧
進
文
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
右
、
本
願
良
忍
上
人
融
通
念
仏
根

本
の
帳
に
ま
か
せ
て
し
る
す
と
こ
ろ
な
り
」
と
し
て
、
い
ま
こ
こ
に
本
願
で
あ
る
良
忍

上
人
の
「
融
通
念
仏
根
本
の
帳
」
に
基
づ
き
念
仏
勧
進
の
歴
史
と
功
徳
を
絵
図
に
表
し

て
勧
進
を
行
う
志
は
、
ひ
と
え
に
在
家
の
男
女
に
念
仏
往
生
の
信
心
を
増
進
さ
せ
る
た

め
で
あ
る
、
と
の
意
趣
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
志
に
連
な
り
、
あ
ら
た
に
日
本
国

六
十
余
州
へ
の
絵
巻
の
流
布
と
念
仏
勧
進
を
発
願
し
た
の
が
良
鎮
な
の
で
あ
る
。
正
和

三
年
の
勧
進
文
は
良
鎮
の
旨
趣
文
を
伴
い
、
以
後
に
制
作
さ
れ
る
す
べ
て
の
絵
巻
に
継

承
さ
れ
て
、
念
仏
聖
の
勧
進
を
支
え
続
け
た
。
融
通
念
仏
勧
進
の
歴
史
の
な
か
で
、
正

和
三
年
に
成
立
し
た
絵
巻
は
、
祖
本
と
し
て
の
重
要
な
位
置
を
保
ち
続
け
た
の
で
あ
る（
（
（

。

し
か
し
、
そ
の
す
が
た
を
忠
実
に
伝
え
る
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
一
本
し
か
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、
戦
後
に
古
美
術
商
に
よ
り
裁
断
さ
れ
売
り
に
出
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
の
ち
に
回
収
が
は
か
ら
れ
復
原
が
試
み
ら
れ
た
も
の
の
、
一
部
は
回
収
し

き
れ
な
い
ま
ま
、
現
在
は
上
巻
が
シ
カ
ゴ
美
術
館
、
下
巻
が
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館

に
分
蔵
さ
れ
て
い
る（
（
（

。

　
こ
う
し
た
な
か
で
、
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
に
制
作
さ
れ
た
絵
巻
を
江
戸
時
代
後

期
に
忠
実
に
模
写
し
た
本
絵
巻
（
以
下
、「
暦
応
模
本
」
と
称
す
）
は
、
一
見
す
る
と
シ

カ
ゴ
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
の
模
写
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
詞
と
絵
と
も
に
近

似
す
る
。
暦
応
四
年
の
絵
巻
そ
の
も
の
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
り
、
本
絵
巻
は
あ
く
ま

で
模
本
で
あ
る
た
め
そ
の
比
較
検
討
に
は
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
が
、
正
和
三
年

の
絵
巻
の
系
譜
に
属
す
る
忠
実
な
写
し
が
現
れ
た
こ
と
で
、
シ
カ
ゴ
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
美
術
館
本
を
比
較
検
討
し
再
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
筆
者
は
融
通
念
仏

宗
大
本
山
大
念
佛
寺
よ
り
格
別
の
御
配
慮
を
賜
り
、
平
成
二
九
年
に
同
寺
所
蔵
絵
巻
を

全
て
調
査
す
る
機
会
を
得
て
、
本
絵
巻
に
つ
い
て
も
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

高
精
細
デ
ジ
タ
ル
撮
影
に
よ
る
デ
ー
タ
化
も
、
科
研
費
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
を
得
た
。

そ
の
成
果
を
踏
ま
え
、
以
下
に
解
題
を
掲
げ
、
影
印
と
翻
刻
紹
介
を
行
う
。
な
お
、
本

稿
で
は
表
記
の
煩
を
避
け
る
た
め
、
暦
応
模
本
の
底
本
と
な
っ
た
暦
応
四
年
の
絵
巻
は

「
暦
応
本
」、
シ
カ
ゴ
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
両
美
術
館
本
は
「
C
・
C
本
」、
正
和
三
年

に
成
立
し
原
本
と
し
て
想
定
さ
れ
る
絵
巻
を
「
正
和
原
本
」、
そ
の
系
譜
に
属
す
る
絵

巻
を
「
正
和
本
系
」
と
適
宜
略
称
し
区
別
す
る（
（
（

。

一
、
書
誌
お
よ
び
成
立
と
伝
来

　
は
じ
め
に
暦
応
模
本
の
書
誌
を
記
す
。

　
上
下
二
巻
、
巻
子
本
。
新
装
し
、
元
表
紙
を
本
紙
冒
頭
に
掲
げ
る
。
元
表
紙
を
含
む

本
紙
の
法
量
は
、
上
巻
縦
三
一
・
二
糎
、
横
一
二
五
九
・
七
糎
、
下
巻
縦
三
一
・
七
糎
、
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横
一
五
二
八
・
四
糎
。
表
装
の
た
め
本
紙
の
天
地
は
五
粍
程
度
裏
に
入
り
込
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
本
来
の
本
紙
の
縦
寸
は
、
三
三
糎
ほ
ど
と
推
測
さ
れ
る
。

　
元
表
紙
に
は
萩
と
薄
、
片
輪
車
を
描
き
、
外
題
に
「
融
通
念
仏
縁
起
　
上
巻
（
下

巻
）」、
そ
の
右
傍
に
「
絵
　
越
前
守
長
隆
」
と
墨
書
す
る
。
内
題
は
な
し
。
上
下
巻
と

も
に
本
紙
冒
頭
に
「
住
之
江
文
庫
」
の
重
隔
方
形
墨
印
（
七
・
四
×
一
・
八
糎
）
あ
り
。

無
界
。
紙
数
は
上
巻
が
五
三
紙
（
う
ち
奥
書
識
語
分
二
紙
）、
下
巻
本
紙
六
三
紙
（
う
ち

奥
書
識
語
分
二
紙
）。

　
上
下
各
巻
巻
末
に
は
、
底
本
の
情
報
を
記
す
識
語
（
一
紙
）
と
鑑
定
を
あ
ら
わ
す
記

（
一
紙
）
が
、
奥
書
と
し
て
備
わ
る
。
ま
ず
上
下
巻
一
紙
目
の
識
語
は
、
も
と
も
と
暦

応
本
に
記
さ
れ
て
い
た
情
報
を
そ
の
筆
体
を
模
し
て
写
す
部
分
で
、
暦
応
本
の
成
立
に

関
わ
る
重
要
な
記
述
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
上
巻
）
上
巻
紙
数
廿
四
枚
記

　 

　
　
上
暦
応
二二年
十
月
十
三
日
、
中
御
門
僧
経
源
作

（
下
巻
）
下
巻
紙
数
廿
八
枚
記

　
　
　
　
　
　
　 

　
融
通
念
仏

　
　 

軸
ニ
暦
応
四
年
十
月
十
三
日
、
毎
日
六
百
反
、
僧
経
源
（
花
押
）

　
紙
数
に
関
す
る
記
述
は
大
き
く
太
々
と
記
さ
れ
、
筆
体
は
詞
書
本
文
に
近
し
い
。
底

本
に
も
と
も
と
記
さ
れ
て
い
た
情
報
を
写
し
取
っ
た
も
の
と
お
ぼ
し
く
、
暦
応
本
が
も

と
に
し
た
底
本
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
暦
応
四
年
の
記
は
筆
体
を
異

に
し
、
下
巻
の
方
に
小
字
で
「
軸
ニ
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
上
巻
を
含
め
て
軸
木

の
墨
書
銘
を
模
写
し
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
巻
軸
紙
に
よ
っ
て
隠
れ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
暦
応
本
が
暦
応
四
年
十
月
十
三
日
に
、「
毎
日
六

百
反
（
遍
）」
の
日
課
念
仏
を
も
っ
て
融
通
念
仏
に
結
縁
し
た
「
僧
経
源
」
を
本
願
主

と
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。「
中
御
門
」
は
経
源
の
居
住
す
る
地
名
と

覚
し
い
が
、
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
。
東
大
寺
七
郷
の
一
つ
中
御
門
郷
（
現
在
の
奈
良

市
）
或
い
は
平
安
京
の
中
御
門
大
路
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。

　
続
く
二
紙
目
に
は
、
上
下
巻
そ
れ
ぞ
れ
に
暦
応
本
を
「
越
前
守
長
隆
」
の
真
蹟
と
す

る
鑑
定
が
、
下
巻
に
は
模
写
の
分
担
も
添
え
て
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
上
巻
）
融
通
念
仏
縁
起
二
軸
、
越
前
守
長
隆
真
蹟

（
下
巻
）�

此
融
通
念
仏
縁
起
二
巻
之
図
者
、
惣
源
本
也
。
絵
越
前
守
長
隆
真
蹟
、
詞
書
世

尊
寺
流
之
名
蹟
。
書
ハ
弘
定
模
。
絵
段
、
予
、
行
雅
、
定
実
、
定
時
、
定
之
、
定

胤
、
尚
章
、
定
文
、
定
雅
、
実
周
模
之
。

　
　
　 

　
嘉
永
五
壬

子
秊
二
月
、
藤
廼
屋
弘
（
花
押
）

　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
絵
巻
を
鑑
定
し
、
模
写
し
た
「
藤
廼
屋
弘
」（
図
1
）
と

は
、
住
吉
派
第
七
代
に
し
て
幕
府
御
用
絵
師
を
つ
と
め
た
住
吉
弘
定
（
広
定
、
弘
貫
と
も
。

一
七
九
三
～
一
八
六
三
）
で
あ
っ
た（
（
（

。
弘
定
は
、
暦
応
本
を
「
越
前
守
長
隆
」（
土
佐
長

隆
）
の
真
蹟
、
詞
書
は
世
尊
寺
流
の
名
蹟
で
あ
る
と
鑑
定
し
た
上
で
、
詞
書
は
自
ら
書

写
し
、
絵
の
段
は
自
身
を
含
む
十
人
で
模
写
を
行
っ
た
旨
を
明
記
し
て
、
署
名
、
花
押

を
付
し
た
の
で
あ
る
。
詞
書
の
み
な
ら
ず
、
表
紙
外
題
か
ら
巻
末
識
語
、
下
巻
紙
背
に

貼
付
さ
れ
た
添
状
を
含
め
す
べ
て
弘
定
の
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
の
鑑
定
の
控

え
が
、『
住
吉
家
鑑
定
控
（
（
（

』
に
、
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

融
通
念
仏
縁
起
　
二
軸
、

右
者
越
前
守
長
隆
真
跡
無
疑
者
也
。

嘉
永
五
年
壬

子
二
月
廿
一
日
、

水
野
土
佐
守
殿
蔵

　
鑑
定
当
時
、
暦
応
本
を
所
持
し
て
い
た
の
は
、
水
野
土
佐
守
と
呼
ば
れ
た
紀
伊
新
宮

藩
第
九
代
藩
主
水
野
忠
央
で
あ
っ
た
。
忠
央
は
江
戸
在
住
の
紀
州
藩
付
家
老
で
あ
り
、

『
丹
鶴
叢
書
』
を
刊
行
し
た
こ
と
で
も
名
高
い
。
お
そ
ら
く
、
弘
定
は
水
野
忠
央
か
ら

図
1
　
藤
廼
屋
弘
　
花
押

　
　
　「
藤
廼
屋
」
は
弘
定
の
号
。

図
2
　
住
之
江
文
庫
印
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絵
巻
を
借
り
受
け
、
十
人
で
絵
を
分
担
し
短
期
間
の
う
ち
に
模
本
の
制
作
を
行
っ
た
の

だ
ろ
う
。
紙
背
の
添
状
（
（
（

か
ら
は
、
次
の
よ
う
に
弘
定
が
暦
応
本
を
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻

の
「
惣
源
本
」
と
評
価
し
、
詞
書
は
世
尊
寺
経
尹
（
一
二
八
六
～
一
三
五
〇
）
の
筆
と
鑑

定
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
（
参
考
図
版
　
紙
背
の
添
状
）。

此
融
通
念
仏
惣
源
本
也
。
奥
書
に
正
和
三
秊
、
初
て
絵
図
詞
と
も
作
り
な
し
て
け
る
由
、

詞
書
は
兼
好
法
師
は
了
伴
極
む
。
兼
好
世
尊
寺
流
の
能
筆
な
れ
ど
も
、
家
の
風
と
は
聊
か

こ
と
な
る
事
あ
り
。
さ
れ
ば
、
世
尊
寺
の
経
尹
卿
に
て
も
可
有
哉
。
洛
陽
六
條
道
場
一
遍

上
人
絵
伝
、
外
題
三
品
経
尹
卿
と
奥
書
有
。
詞
書
筆
体
同
趣
に
あ
れ
ば
、
同
卿
の
筆
に
あ

る
べ
く
や
。
屋
代
弘
賢
は
行
房
卿
の
筆
に
あ
る
可（

マ
マ
）有
考
あ
れ
ど
も
、
そ
れ
に
て
は
時
代
も

少
し
を
く
れ
、
字
形
も
相
違
も（

マ
マ
）、
こ
の
融
通
の
こ
と
は
、
そ
の
一
遍
上
人
の
詞
よ
り
似
け

り
。
さ
れ
ば
経
尹
卿
の
筆
な
る
べ
し
。
正
和
三
年
に
は
兼
好
三
十
三
才
な
り
。
此
詞
筆
勢（

カ
）

中
〳
〵
言
語
に
の
べ
が
た
し
。
筆
力
晩
年
の
趣
に
も
あ
れ
ば
経
尹
卿
に
て
は
六
十
五
六
才

こ
ろ
也
。
全
く
同
卿
の
筆
な
る
べ
し
。
絵
詞
時
代
符
合
せ
る
も
の
な
り
。

　
こ
こ
に
、
古
筆
了
伴
（
一
七
九
〇
～
一
八
五
三
）
や
屋
代
弘
賢
（
一
七
五
八
～
一
八
四
一
）

の
鑑
定
が
引
か
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
屋
代
弘
賢
は
、
松
平
定
信
（
一
七
五
九
～

一
八
二
九
）
の
命
を
受
け
て
、
弘
定
の
父
広
行
と
と
も
に
山
城
、
大
和
、
河
内
の
寺
社

を
め
ぐ
り
宝
物
調
査
を
行
っ
て
い
る
。『
住
吉
家
鑑
定
控
』
に
は
ま
た
、
天
保
十
五
年

（
一
八
四
四
）
に
、
弘
定
が
古
筆
了
伴
の
依
頼
を
受
け
て
、
C
・
C
本
の
鑑
定
を
行
っ

て
い
た
記
録
も
見
え
る
。

融
通
念
仏
之
絵
　
二
軸
、

右
土
佐
権
守
光
顕
壮
年
之
筆
無
疑
者
也
。

天
保
十
五
年
甲

辰
八
月
廿
一
日
、

　
　
　
　
古
筆
了
伴
頼

　
こ
の
よ
う
な
交
流
の
な
か
で
、
弘
定
に
よ
っ
て
暦
応
本
が
模
写
さ
れ
、「
住
之
江
文

庫
」
の
蔵
書
印
（
図
2
）
を
巻
頭
に
捺
し
て
、
住
吉
家
の
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
い
か
な
る
経
緯
を
経
て
か
旧
華
族
入
江
家
に
渡
り
、
さ
ら
に
大
念
仏
寺
の

所
蔵
と
な
っ
て
、
第
六
十
二
世
法
主
田
代
尚
光
師
の
も
と
で
表
具
を
改
装
し
桐
箱
に
収

め
ら
れ
、
寺
宝
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
箱
書
に
は
そ
の
伝
来
が
次
の
よ
う
に

し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。

（
蓋
・
表
）

　
　
　
　
　
旧
華
族
入
江
家
伝
来

暦
応
本
模

　
融
通
念
佛
縁
起
　
上
（
下
）
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
総
本
山
大
念
佛
寺
蔵

（
蓋
・
裏
）

昭
和
五
十
八
年
五
月
十
五
日

　
　
　
　
融
通
念
佛
宗
総
本
山
大
念
佛
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
第
六
十
二
世
法
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧
学
尚
光
（
朱
印
二
顆
）

二
、
シ
カ
ゴ
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
本
と
暦
応
模
本
の
構
成
と
特
色

　
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
諸
本
の
う
ち
、
正
和
三
年
に
成
立
し
た
絵
巻
の
面
影
を
も
っ
と

も
よ
く
写
し
伝
え
、
原
本
と
考
え
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
精
緻
で
高
度
な
技
法
に
よ

っ
て
描
か
れ
た
現
存
最
古
の
絵
巻
が
C
・
C
本
で
あ
る（
（
（

。
一
方
、
暦
応
模
本
は
、
料

紙
の
破
損
部
分
を
墨
線
で
示
し
、
詞
書
本
文
に
お
け
る
墨
落
ち
な
ど
の
か
す
れ
は
そ
の

通
り
に
写
す
な
ど
、
模
写
当
時
の
底
本
の
状
態
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
。
絵
も
同
様
に

写
さ
れ
、
紙
継
ぎ
部
分
の
傷
み
や
か
す
れ
ま
で
再
現
す
る
段
も
あ
る
。
こ
の
精
密
な
模

写
本
と
C
・
C
本
を
重
ね
見
る
と
、
C
・
C
本
の
特
有
の
筆
体
と
、
漢
字
や
仮
名
の

表
記
お
よ
び
字
母
に
至
る
ま
で
が
極
め
て
よ
く
一
致
す
る
。
行
取
り
も
、
文
字
送
り
に

差
の
あ
る
段
も
あ
る
が
、
全
く
同
じ
段
も
あ
る
。
絵
も
画
中
詞
を
含
め
て
、
人
物
の
姿

態
や
建
築
描
写
な
ど
、
構
図
が
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
見
す
る
と
暦
応
本

の
底
本
が
C
・
C
本
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
細
部
に
わ
た
っ
て
観

察
す
る
と
、
C
・
C
本
に
あ
っ
て
暦
応
本
に
な
い
部
分
や
そ
の
逆
の
部
分
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
独
自
の
表
現
や
特
色
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
差
異
は
、
C
・
C
本
も
ま
た

転
写
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
C
・
C
本
と
暦
応
模
本
の
共
通
の
祖
本
と
し
て
想
定

さ
れ
る
正
和
原
本
を
照
ら
し
出
す
。
以
下
に
、
正
和
原
本
へ
の
遡
原
の
可
能
性
を
見
据

え
つ
つ
、
C
・
C
本
と
暦
応
模
本
の
特
色
を
み
て
い
く
。
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ま
ず
、
絵
巻
を
構
成
す
る
本
紙
の
数
を
確
認
す
る
。
C
・
C
本
は
、
裁
断
さ
れ
る

前
の
形
が
、
上
巻
二
六
紙
、
下
巻
二
九
紙
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
縦
寸
は
天

地
を
切
り
そ
ろ
え
た
現
状
の
か
た
ち
で
三
〇
・
五
糎
で
あ
る
。
一
方
、
暦
応
模
本
は
、

上
述
の
よ
う
に
底
本
が
上
巻
二
四
紙
、
下
巻
二
八
紙
か
ら
成
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て

お
り
、
縦
寸
は
三
三
糎
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
料
紙
を
用
い
、
C
・
C
本

は
詞
と
絵
を
紙
継
ぎ
で
分
け
る
こ
と
な
く
、
霞
の
上
に
詞
書
を
載
せ
て
記
す
な
ど
、
詞

と
絵
の
重
な
り
合
う
独
特
な
手
法
を
も
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
霞
の
上
に
詞
書
を
記
す

特
色
は
、
暦
応
模
本
も
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
正
和
原
本
そ
の
も
の
の

特
色
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　
次
に
、
詞
と
絵
の
構
成
を
見
る
と
、
両
本
と
も
上
巻
は
詞
と
絵
と
も
に
五
段
、
下
巻

は
正
和
三
年
勧
進
文
の
一
段
（
光
明
遍
照
の
偈
頌
と
摂
取
不
捨
曼
荼
羅
を
伴
う
）
を
含
め
、

詞
十
二
段
、
絵
十
二
段
か
ら
成
る
。
上
下
巻
の
分
巻
の
仕
方
も
同
一
で
、
上
巻
は
良
忍

の
叡
山
修
行
と
大
原
勤
行
の
段
か
ら
始
ま
り
諸
天
神
祇
の
名
帳
加
入
の
段
ま
で
、
下
巻

は
諸
天
神
祇
結
縁
の
意
趣
お
よ
び
鳥
畜
類
の
結
縁
を
語
る
段
か
ら
始
ま
る
。
一
方
で
、

大
き
く
異
な
る
の
は
、
下
巻
に
配
さ
れ
る
正
和
三
年
勧
進
文
お
よ
び
摂
取
不
捨
曼
荼
羅

（
偈
頌
お
よ
び
曼
荼
羅
）
の
位
置
で
あ
る
。
C
・
C
本
は
こ
れ
ら
を
第
十
段
（
北
白
川
下

僧
妻
の
冥
途
蘇
生
譚
）
の
後
ろ
に
置
き
、
そ
の
あ
と
に
正
嘉
疫
癘
の
一
段
を
設
け
て
最

終
段
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
暦
応
模
本
は
正
嘉
疫
癘
の
段
の
後
ろ
に
こ
れ
ら
を
配
し

て
最
終
段
と
す
る
。
C
・
C
本
の
構
成
は
現
状
で
は
錯
簡
を
生
じ
て
い
る
が
、
料
紙

の
寸
法
か
ら
復
原
さ
れ
る
本
来
の
構
成
は
右
の
通
り
で
あ
っ
た（
（1
（

。
こ
の
こ
と
は
、
大
念

仏
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
詞
書
の
み
の
写
本
（
室
町
時
代
後
期
）
や
、
東
京
国
立
博
物
館
所

蔵
の
会
心
斎
（
狩
野
晴
川
院
養
信
）
の
模
本
か
ら
も
確
認
で
き
る（
（1
（

。
一
方
、
暦
応
模
本

の
配
列
は
、
底
本
が
錯
簡
を
生
じ
て
い
な
い
限
り
、
当
初
よ
り
こ
の
配
置
で
あ
っ
た
こ

と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
暦
応
本
は
、
C
・
C
本
の
写
し
で
は
な
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
詞
書
本
文
に
つ
い
て
校
異
を
取
り
比
較
検
討
し
た
結
果
、
C
・
C
本
に

は
明
ら
か
な
脱
文
の
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
下
巻
第
六
段
（
道
経
女
の

出
家
と
臨
終
を
語
る
段
）
で
あ
る
。
こ
の
段
は
C
・
C
本
と
暦
応
模
本
と
で
字
配
り
が

異
な
り
、
前
者
は
六
行
、
後
者
は
七
行
か
ら
な
る
。
と
も
に
、
あ
ら
か
じ
め
本
文
に
必

要
な
分
量
の
余
白
部
分
を
設
け
、
先
に
雲
や
霞
を
描
い
て
か
ら
本
文
を
書
写
す
る
。
そ

こ
に
お
い
て
C
・
C
本
は
改
行
の
際
に
脱
文
を
生
じ
た
ら
し
い
。
暦
応
模
本
が
「
臨

終
に
の
そ
み
て
持
仏
堂
に
入
」
と
記
す
と
こ
ろ
を
、
C
・
C
本
は
「
臨
終
に
」
の
と

こ
ろ
で
改
行
し
「
入
」
に
続
け
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
行
を
含
む
後
ろ
二
行
分
の
行
間

を
急
に
広
げ
る
（
図
3
・
4
）。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
詞
書
と
し
て
七
行
分
を
想
定
し
た

余
白
に
合
わ
せ
る
た
め
の
処
置
で
あ
っ
た
ろ
う
。「
臨
終
」
の
語
に
続
く
は
ず
で
あ
っ

た
「
の
そ
み
て
持
仏
堂
に
」
の
八
文
字
は
、
一
行
分
の
文
字
数
と
す
る
に
は
や
や
足
り

な
い
が
、
こ
れ
を
見
落
と
し
て
書
写
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
行
間
を
広
げ
て
写
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
で
暦
応
模
本
は
ひ
ら
が
な
の
写
し
崩
れ
が
散
見
さ
れ
る
。

絵
に
つ
い
て
も
同
様
に
比
較
検
討
し
て
み
る
と
、
双
方
に
描
き
落
と
し
や
独
自
の
表
現

が
認
め
ら
れ
、
互
い
を
特
色
付
け
て
い
る
。
そ
の
う
ち
主
な
事
例
を
示
し
て
み
よ
う
。

《
事
例
a
》
C
・
C
本

①
御
簾
の
窠
紋

　
御
簾
の
帽
額
や
縁
に
描
か
れ
る
窠
紋
は
、
内
裏
や
公
家
の
格
式
を
あ
ら
わ
す
伝
統
的

な
文
様
で
あ
る
。
暦
応
模
本
は
そ
れ
ら
を
み
な
丁
寧
に
描
く
の
に
対
し
、
C
・
C
本

は
上
巻
第
三
段
、
下
巻
第
四
・
五
段
の
い
ず
れ
の
御
簾
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
（
図

5
・
6
・
7
）。
但
し
よ
く
見
れ
ば
、
上
巻
第
三
段
の
後
鳥
羽
院
の
座
す
御
所
の
御
簾
の

一
部
に
、
窠
紋
の
痕
跡
が
見
え
る
。
本
来
は
全
体
に
わ
た
っ
て
描
か
れ
て
い
た
も
の
が
、

墨
落
ち
し
た
の
だ
ろ
う
。
赤
外
線
に
よ
る
考
証
が
必
要
な
部
分
で
あ
る
が
、
仕
上
げ
段

階
で
写
し
落
と
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

②
往
生
の
奇
瑞
を
あ
ら
わ
す
蓮
弁

　
下
巻
第
二
段
良
忍
往
生
、
お
よ
び
下
巻
第
八
段
青
木
尼
の
往
生
の
場
面
に
、
暦
応
模

本
は
い
ず
れ
も
空
か
ら
舞
い
散
る
蓮
弁
を
描
く
が
、
C
・
C
本
に
は
描
か
れ
て
な
い

（
図
8
・
9
）。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
往
生
の
奇
瑞
の
象
徴
で
あ
り
、
明
徳
版
本
や
清
凉

寺
本
で
も
印
象
的
に
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
正
和
原
本
に
も
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。

③
室
内
の
調
度
品
な
ど

　
下
巻
第
六
段
道
経
女
の
往
生
の
場
面
は
、
室
内
の
描
写
が
C
・
C
本
と
暦
応
模
本

で
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
暦
応
模
本
で
は
尼
（
道
経
女
）
が
半
畳
に
座
り
、

僧
侶
と
涙
を
袖
で
ぬ
ぐ
う
俗
人
の
男
性
二
人
が
画
面
手
前
に
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
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図
3
　
詞
書
　
暦
応
模
本

図
5
　
御
簾
の
窠
紋
　
暦
応
模
本

図
6
　
御
簾
の
窠
紋
　
C
・
C
本

図
7
　
部
分
拡
大
（
図
5
）　
暦
応
模
本

図
8
　
良
忍
の
往
生
　
暦
応
模
本

図
9
　
良
忍
の
往
生
　
C
・
C
本

図
10
　
道
経
女
の
往
生
　
暦
応
模
本

図
11
　
道
経
女
の
往
生
　
C
・
C
本

図
4
　
詞
書
　
C
・
C
本
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図
12
　
冠
の
垂
纓
あ
り
　
暦
応
模
本

図
13
　
冠
の
垂
纓
な
し
　
C
・
C
本

図
14
　
龍
王
の
赤
い
鬚
少
し
　
暦
応
模
本

図
15
　
龍
王
の
赤
い
鬚
多
し
　
C
・
C
本

図
16
　�

蓮
台
の

瓔
珞
な
し

暦
応
模
本

図
17
　�

蓮
台
の
瓔

珞
あ
り
　

C
・
C
本

図
18
　
懸
守
な
し
　
暦
応
模
本

図
19
　
懸
守
あ
り
　
C
・
C
本

図
20
　
唐
傘
な
し

�

暦
応
模
本
図
21
　
唐
傘
あ
り

�

C
・
C
本

図
22
　
童
子
の
前
に
扇
な
し
　
暦
応
模
本

図
23
　
童
子
の
前
に
扇
あ
り
　
C
・
C
本
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図
24
　
良
忍
上
人
　
暦
応
模
本

図
25
　
良
忍
上
人
　
C
・
C
本

図
26
　
良
忍
上
人
　
暦
応
模
本

図
27
　
良
忍
上
人
　
C
・
C
本

図
28
　
三
人
の
男

　
　
　
暦
応
模
本

図
29
　
三
人
の
男

　
　
　
C
・
C
本

図
30
　
閻
魔
王
　
暦
応
模
本

図
31
　
閻
魔
王
　
C
・
C
本

図
32
　
疫
神
　
暦
応
模
本

図
33
　
疫
神
　
C
・
C
本

図
34
　
本
尊
阿
弥
陀
像
　
暦
応
模
本

図
35
　
本
尊
阿
弥
陀
像
　
C
・
C
本

図
36
　
閻
魔
王
　『
不
動
利
益
縁
起
』
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C
・
C
本
に
そ
れ
ら
は
な
い
。
ま
た
尼
を
照
ら
す
一
筋
の
光
明
も
、
C
・
C
本
に
は

描
か
れ
て
い
な
い
（
図
10
・
11
）。
一
方
で
、
C
・
C
本
が
前
机
の
上
面
を
朱
塗
り
す

る
と
こ
ろ
を
暦
応
模
本
は
黒
塗
り
し
、
三
幅
の
掛
軸
の
う
ち
の
名
号
幅
に
つ
い
て
は
、

暦
応
本
は
画
面
を
空
白
に
す
る
。
ち
な
み
に
、
明
徳
版
本
お
よ
び
清
凉
寺
本
で
は
、
堂

内
に
二
畳
の
畳
を
敷
き
、
男
性
二
人
の
う
ち
俗
人
の
男
性
一
人
を
描
い
て
い
る
。

④
北
斗
七
星
の
冠
の
垂
纓

　
上
巻
第
五
段
神
々
の
名
帳
結
縁
の
段
で
は
、
C
・
C
本
は
北
斗
七
星
の
冠
の
垂
纓

を
写
し
落
と
し
て
い
る
（
図
12
・
13
）。

《
事
例
b
》
暦
応
模
本

　
一
方
で
、
暦
応
模
本
に
も
、
写
し
落
と
し
と
覚
し
き
箇
所
が
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
、

上
巻
第
五
段
で
は
名
帳
に
結
縁
す
る
龍
神
の
赤
い
鬚
の
数
が
C
・
C
本
と
比
し
て
少

な
く
（
図
14
・
15
）、
下
巻
第
二
段
良
忍
往
生
の
場
面
で
は
、
観
音
の
持
つ
蓮
台
の
飾
り

が
な
い
（
図
16
・
17
）。
ま
た
、
下
巻
第
五
段
法
金
剛
院
の
不
断
念
仏
創
始
の
場
面
で
は

結
縁
に
訪
れ
た
女
性
の
胸
に
あ
る
べ
き
懸
守
が
な
か
っ
た
り
（
図
18
・
19
）、
正
嘉
疫
癘

の
段
で
も
名
主
の
館
の
縁
側
に
置
か
れ
た
唐
傘
二
本
や
（
図
20
・
21
）、
摂
取
不
捨
曼
荼

羅
で
は
童
子
が
前
に
置
く
扇
を
描
い
て
い
な
い
（
図
22
・
23
）。

《
事
例
c
》
両
本
を
特
色
付
け
る
表
現

　
C
・
C
本
と
暦
応
模
本
の
そ
れ
ぞ
れ
を
特
色
付
け
る
表
現
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

た
と
え
ば
、
絵
師
の
個
性
が
最
も
よ
く
表
れ
る
の
が
、
登
場
人
物
の
顔
貌
表
現
で
あ
る
。

　
C
・
C
本
は
主
役
で
あ
る
良
忍
上
人
が
、
特
に
往
生
の
場
面
な
ど
で
童
顔
に
描
か

れ
る
の
に
対
し
、
暦
応
模
本
は
老
人
ら
し
い
顔
つ
き
を
取
る
（
図
24
・
25
・
26
・
27
）。

上
巻
第
三
段
で
は
念
仏
勧
進
す
る
良
忍
の
周
囲
に
集
ま
る
三
人
の
異
形
の
男
達
の
う
ち
、

真
ん
中
の
男
が
C
・
C
本
で
は
頭
巾
を
被
る
の
に
対
し
、
暦
応
本
は
短
髪
と
な
り
、

表
現
を
異
に
す
る
（
図
28
・
29
）。

　
さ
ら
に
見
れ
ば
、
下
巻
第
十
段
に
描
か
れ
る
閻
魔
王
の
顔
の
色
が
C
・
C
本
で
は

白
色
で
あ
る
の
に
対
し
、
暦
応
模
本
は
赤
色
と
な
り
、
独
自
の
表
現
が
窺
え
る
（
図

30
・
31
）。
C
・
C
本
は
異
界
を
表
現
す
る
な
か
で
神
祇
や
疫
神
の
像
容
を
描
く
に
あ

た
り
、
赤
色
を
効
果
的
に
配
色
す
る
特
色
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
下
巻
最
終
段
正
嘉
疫

癘
の
場
面
で
は
、
名
主
の
館
の
前
に
集
ま
る
疫
神
の
顔
や
姿
態
を
赤
色
で
力
強
く
描
く
。

暦
応
本
は
対
照
的
に
赤
色
を
抑
制
し
、
代
わ
り
に
疫
神
の
顔
を
淡
墨
を
も
っ
て
隈
取
り
、

異
形
の
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
（
図
32
・
33
）。
そ
う
し
た
色
使
い
を
施
す
な
か
で
、

C
・
C
本
が
閻
魔
王
の
顔
を
塗
り
落
と
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
閻
魔
王
を
白
い
顔

で
描
く
の
は
、
冥
府
の
王
の
尊
容
を
あ
ら
わ
す
独
自
の
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
正
嘉
疫
癘
の
段
に
描
か
れ
る
別
時
念
仏
の
本
尊
阿
弥
陀
如
来
像
の
像
容
の
違
い

も
注
目
さ
れ
る
（
図
34
・
35
）。
C
・
C
本
の
尊
容
は
殊
更
に
童
顔
で
愛
ら
し
く
描
か
れ
、

光
背
の
形
は
両
本
で
全
く
異
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
相
違
が
底
本
の
違
い
に
よ
る
も
の
か
、
絵
師
の
自
由
な
裁
量
に
任
さ
れ
た

も
の
か
判
断
が
難
し
い
が
、
当
該
部
分
は
明
徳
版
本
や
清
凉
寺
本
で
も
独
自
の
図
像
を

あ
ら
わ
す
こ
と
か
ら
、
絵
師
の
自
由
な
裁
量
が
許
さ
れ
る
範
囲
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、

両
本
を
特
色
付
け
る
表
現
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
、
祖
本
と
し
て
の
正
和
原
本
の
規
範
性

　
以
上
の
比
較
か
ら
、
C
・
C
本
と
暦
応
模
本
そ
れ
ぞ
れ
が
、
共
通
の
祖
本
に
あ
た

る
正
和
本
の
極
め
て
強
い
規
範
性
を
継
承
し
つ
つ
、
そ
の
枠
組
の
な
か
で
独
自
の
表
現

を
あ
ら
わ
す
様
相
が
み
え
て
き
た
。
よ
り
広
く
中
世
の
祖
師
絵
伝
を
見
渡
し
て
み
れ
ば
、

た
と
え
ば
法
然
上
人
絵
伝
（
四
十
八
巻
伝
）
は
知
恩
院
本
を
正
本
と
し
て
副
本
が
制
作

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
で
あ
る
当
麻
奥
院
本
を
紐
解
く
と
、
人
物
や
建
物
建
築
を
ふ

く
め
忠
実
に
写
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
よ
く
見
れ
ば
、
各
場
面
に
自
由
な
書
き
換
え
が

施
さ
れ
、
当
麻
奥
院
本
独
自
の
特
色
が
創
り
出
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る

と
、
模
写
と
も
見
え
る
極
め
て
近
似
し
た
C
・
C
本
と
暦
応
模
本
の
あ
り
方
は
、
正

和
原
本
の
強
い
規
範
性
を
際
立
た
せ
る
。

　
な
ぜ
こ
れ
程
ま
で
の
強
い
規
範
が
保
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
正
和
原
本

が
「
本
願
良
忍
上
人
融
通
念
仏
根
本
の
帳
」
の
絵
巻
化
で
あ
る
と
い
う
真
正
性
と
、
良

忍
の
念
仏
を
継
承
し
勧
進
聖
の
志
を
受
け
継
ぐ
聖
た
ち
の
正
統
性
を
保
証
し
、
他
な
ら

ぬ
勧
進
の
た
め
に
発
願
、
制
作
さ
れ
、
継
承
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
そ
の
た
め
に
、
絵
巻
を
用
い
た
勧
進
の
意
趣
を
述
べ
る
正
和
三
年
の
勧
進
文
と
摂

取
不
捨
曼
荼
羅
（
偈
頌
お
よ
び
曼
荼
羅
）
の
一
段
は
、
そ
の
実
現
を
目
指
す
聖
の
意
図
と

と
も
に
重
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
布
置
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
絵
巻
自
体
の
文
脈
の
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上
で
読
み
解
き
解
釈
さ
れ
て
よ
い（
（1
（

。
C
・
C
本
が
、
勧
進
文
と
摂
取
不
捨
曼
荼
羅
の

一
段
を
正
嘉
疫
癘
の
段
の
前
に
置
く
構
成
は
、
本
願
良
忍
上
人
の
名
帳
の
縁
起
を
核
と

す
る
勧
進
文
と
、
鎌
倉
時
代
の
関
東
を
舞
台
と
す
る
番
帳
の
霊
験
譚
を
、
摂
取
不
捨
曼

荼
羅
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
、
当
時
の
社
会
に
向
け
て
発
信
す
る
た
め
の
、
勧
進
の
絵
巻

な
ら
で
は
の
独
創
で
あ
っ
た
と
考
え
る（
（1
（

。
そ
も
そ
も
、
摂
取
不
捨
曼
荼
羅
は
、
念
仏
専

修
を
勧
め
る
た
め
に
法
然
門
下
に
よ
り
考
案
さ
れ
、
余
行
の
者
に
弥
陀
の
救
済
の
光
が

当
た
ら
な
い
過
激
な
図
像
ゆ
え
に
弾
劾
の
的
と
な
り（
（1
（

、
歴
史
の
中
で
失
わ
れ
た
図
像
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
融
通
念
仏
の
曼
荼
羅
と
し
て
摂
取
不
捨
の
偈
頌
と
と
も
に
絵
巻
に
取

り
入
れ
た
C
・
C
本
は
、
勧
進
の
絵
巻
を
つ
く
り
あ
げ
た
正
和
原
本
の
先
鋭
性
を
反

映
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
暦
応
模
本
の
構
成
は
、
勧
進
文
と
摂
取
不
捨
曼
荼
羅

を
巻
末
に
配
置
し
直
し
て
、
あ
ら
た
に
勧
進
の
絵
巻
と
し
て
整
え
た
形
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
今
後
も
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
中
世

に
お
い
て
両
者
が
共
存
し
て
い
た
こ
と
、
ま

た
勧
進
文
と
摂
取
不
捨
曼
荼
羅
の
配
置
が
固

定
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
良
鎮
の

絵
巻
制
作
の
過
程
で
摂
取
不
捨
曼
荼
羅
が
戦

略
的
に
布
置
し
直
さ
れ
て
い
く
営
み
と
あ
わ

せ
て
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
大
念
仏
寺
所
蔵
絵
巻
の
う
ち

に
は
、
梅
津
次
郎
氏
に
よ
り
紹
介
さ
れ
た
、

絵
詞
の
み
の
写
本
が
あ
る（
（1
（

（
図
37
）。
詞
書

に
C
・
C
本
と
同
じ
脱
文
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
C
・
C
本
の
写
し
、
あ
る
い
は
同
系

統
の
伝
本
を
写
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
正
和
三
年
勧
進
文
の
段
と
摂
取
不
舎
曼

荼
羅
の
段
の
あ
と
に
、
正
嘉
疫
厲
の
段
を
位

置
付
け
る
構
成
も
同
じ
で
あ
る
。
模
写
で
は

な
い
た
め
、
本
文
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
や
送

り
仮
名
の
表
記
お
よ
び
字
母
は
全
く
異
な
り
、

脱
字
も
見
え
る
。
上
巻
第
五
段
に
掲
げ
ら
れ

た
神
名
帳
に
「
一
切
神
祇
」
と
す
べ
き
本
文
を
「
一
切
祇
」
と
写
し
右
傍
に
「
神
歟
」

と
注
記
す
る
と
こ
ろ
は
、
底
本
の
脱
字
を
示
す
部
分
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
転

写
に
よ
り
生
じ
る
誤
写
の
範
囲
に
留
ま
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
C
・
C
本
に
受

け
継
が
れ
た
独
特
な
構
成
の
絵
巻
が
、
室
町
期
に
至
っ
て
も
生
き
続
け
て
い
た
消
息
を

示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
正
和
原
本
お
よ
び
C
・
C
本
が
誰
に
よ
り
制
作
さ
れ
、
ど
こ
に
伝
来
し
た
の
か
は

定
か
で
は
な
い
。
江
戸
時
代
に
会
心
斎
が
模
写
し
た
当
時
、
鹿
嶋
清
兵
衛
と
い
う
人
物

の
所
持
と
な
っ
て
い
た
こ
と
だ
け
が
わ
ず
か
に
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い

て
、
暦
応
四
年
の
段
階
で
、
北
朝
の
年
号
を
用
い
る
中
御
門
僧
経
源
を
本
願
と
し
て
絵

巻
が
制
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
正
和
本
と
そ
の
享
受
の
あ

り
方
に
、
あ
ら
た
な
座
標
を
提
供
す
る
。
何
よ
り
、
そ
こ
に
正
和
本
の
強
い
規
範
性
が

保
た
れ
て
い
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
そ
の
事
実
は
、
正
和
原
本
の
粉
本
が
絵
師
の

も
と
で
厳
重
に
管
理
さ
れ
、
良
忍
の
念
仏
を
継
承
す
る
聖
の
求
め
に
応
じ
て
作
ら
れ
続

け
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
住
吉
弘
定
が
暦
応
本
の
絵
師
を
「
絵
越
前
守
長
隆
」
と
鑑

定
し
て
い
た
こ
と
か
ら
鑑
み
て
、
暦
応
本
が
都
の
絵
所
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た
可

能
性
は
高
い
。
C
・
C
本
と
同
じ
十
四
世
紀
前
半
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
東
京

国
立
博
物
館
蔵
『
不
動
利
益
縁
起
』
に
、
正
和
本
に
描
か
れ
た
閻
魔
王
庁
の
図
像
等
が

転
用
さ
れ
る（
（1
（

現
象
は
（
図
36
）、
そ
の
粉
本
が
絵
師
に
と
っ
て
も
模
範
と
し
て
継
承
さ

れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

　
永
徳
年
間
（
一
三
八
一
～
八
四
）
に
大
和
国
の
越
智
氏
を
施
主
と
し
て
日
本
国
六
十

余
州
に
向
け
て
絵
巻
に
よ
る
念
仏
勧
進
を
開
始
し
た
良
鎮
は
、
絵
師
に
あ
る
程
度
の
自

由
な
裁
量
を
任
せ
て
数
多
く
の
肉
筆
本
絵
巻
を
創
り
出
し
な
が
ら
、
明
徳
版
本
の
制
作

に
至
っ
て
再
び
正
和
本
の
図
様
に
回
帰
す
る
。
暦
応
模
本
は
、
そ
う
し
た
良
鎮
の
活
動

以
前
に
展
開
し
た
正
和
本
の
あ
り
方
を
示
す
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
正
和
本
の
持
つ

強
い
規
範
性
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

注（
1
）　�

現
存
す
る
融
通
念
仏
縁
起
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
梅
津
次
郎
「
初
期
の
融
通
念
仏
縁
起

に
つ
い
て
」（『
絵
巻
物
叢
考
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
八
）、
田
代
尚
光
『
増
訂
　

融
通
念
仏
縁
起
之
研
究
』（
名
著
出
版
、
一
九
七
六
）、
松
原
茂
『
絵
巻
　
融
通
念
仏
縁

図
37
　
大
念
仏
寺
蔵
絵
詞
本
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起
』（『
日
本
の
美
術
』
三
〇
二
、
至
文
堂
、
一
九
九
一
）
参
照
。

（
2
）　�

内
田
啓
一
「
融
通
念
仏
縁
起
明
徳
版
本
の
成
立
背
景
と
そ
の
意
図
」「
融
通
念
仏
縁
起
　

明
徳
版
本
の
版
画
史
的
考
察
─
大
念
仏
寺
本
を
中
心
に
」（『
日
本
仏
教
版
画
史
論
考
』

法
藏
館
、
二
〇
一
一
）、
髙
岸
輝
「
清
凉
寺
本
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」
と
足
利
義
満
七

回
忌
追
善
」「
禅
林
寺
本
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」
と
足
利
義
政
」（『
室
町
王
権
と
絵
画

─
初
期
土
佐
派
研
究
』
京
都
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
）、
髙
岸
「
絵
巻
転
写
と
追
善
供

養
─
室
町
殿
歴
代
と
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」」（『
室
町
絵
巻
の
魔
力
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
八
）。

（
3
）　�

阿
部
美
香
「『
融
通
念
仏
縁
起
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
─
正
和
本
絵
巻
成
立
の
意
義
を
め
ぐ
っ

て
」（
昭
和
女
子
大
学
女
性
文
化
研
究
所
編
『
女
性
と
情
報
』、
昭
和
女
子
大
学
女
性
文

化
研
究
叢
書
第
八
集
、
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
一
二
年
）、
阿
部
「
中
世
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
の
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」（
説
話
文
学
会
編
『
説
話
か
ら
世
界
を
ど
う
解
き
明
か
す
の

か
　
説
話
文
学
会
設
立
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
［
日
本
・
韓
国
］
の
記
録
』
笠
間

書
院
、
二
〇
一
三
）。

（
4
）　�

楢
崎
宗
重
「
新
出
融
通
念
仏
縁
起
に
つ
い
て
」（『
国
華
』
七
四
四
・
七
四
五
）、
梅
津
次

郎
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
」（『
絵
巻
物
残
欠
の
譜
』
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
）、
吉
田
友

之
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
に
つ
い
て
─
シ
カ
ゴ
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
両
美
術
館
分
蔵
本

の
検
討
」（『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』
別
巻
1
、
角
川
書
店
、
一
九
八
〇
）、『
続
日
本

の
絵
巻
21
　
融
通
念
仏
縁
起
』
中
央
公
論
社
（
一
九
九
二
）。

（
5
）　
こ
れ
を
受
け
て
、
正
和
本
系
の
伝
本
お
よ
び
模
本
の
系
譜
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る
。

　
　
　
　
①
C
・
C
本
、
上
下
二
巻
、
鎌
倉
時
代
後
期
か
。

　
　
　
　
　�

東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
会
心
斎
（
狩
野
晴
川
院
養
信
）
模
本
、
上
下
二
巻
、
文
政

九
年
（
一
八
二
六
）。

　
　
　
　
　
大
念
仏
寺
蔵
絵
詞
本
（
詞
書
の
み
の
写
し
）、
上
下
二
巻
、
室
町
時
代
後
期
か
。

　
　
　
　
②
暦
応
本
、
上
下
二
巻
、
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）、
所
在
不
明

　
　
　
　
　
大
念
仏
寺
蔵
、
暦
応
模
本
、
住
吉
弘
定
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）。

　
　
　�

暦
応
模
本
の
出
現
に
よ
り
、
フ
リ
ー
ア
美
術
館
本
に
古
態
を
求
め
C
・
C
本
を
良
鎮
肉

筆
本
系
か
ら
派
生
し
た
と
す
る
徳
永
誓
子
の
仮
説
（「
庶
民
出
産
図
の
陥
穽
―
「
融
通
念

仏
縁
起
」
を
め
ぐ
っ
て
」『
比
較
日
本
文
化
研
究
』
一
五
号
、
二
〇
一
二
）
は
成
り
立
た

な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

（
6
）　
下
原
美
保
『
住
吉
派
研
究
』（
藝
華
書
院
、
二
〇
一
七
）。

（
7
）　�

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
。
田
中
喜
作
「
住
吉
家
鑑
定
控
一
・
二
・
三
」（『
美
術

研
究
』
三
八
～
四
〇
、
一
九
三
五
）。

（
8
）　
本
文
は
私
に
句
読
点
や
濁
点
を
加
え
校
訂
し
た
。

（
9
）　�

大
原
嘉
豊
は
、「
浄
土
宗
の
仏
画
」（
仏
教
美
術
研
究
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
『
研

究
発
表
と
座
談
会
　
浄
土
宗
の
文
化
と
美
術
』、
二
〇
一
二
）
注
（
6
）
に
お
い
て
、

C
・
C
本
に
は
模
本
と
し
て
の
情
報
劣
化
が
な
く
、
顔
料
の
質
も
高
い
こ
と
か
ら
十
四

世
紀
半
ば
ま
で
降
ら
な
い
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
10
）　
前
掲
注
（
4
）
吉
田
論
文
に
拠
る
。

（
11
）　
前
掲
注
（
4
）
吉
田
論
文
に
拠
る
。

（
12
）　�

会
心
斎
（
狩
野
晴
川
院
）
模
本
は
、
前
掲
注
（
4
）『
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』
別
巻
1

に
モ
ノ
ク
ロ
に
て
収
録
。
カ
ラ
ー
画
像
は
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索
に
て
閲
覧
利
用

し
た
。

（
13
）　�

京
都
国
立
博
物
館
特
別
展
図
録
『
法
然
　
生
涯
と
美
術
』（
二
〇
一
一
）
所
載
、
知
恩
院

本
お
よ
び
当
麻
寺
本
の
上
下
対
照
図
版
参
照
、
八
〇
～
八
一
頁
。

（
14
）　�

阿
部
「
勧
進
帳
と
し
て
の
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
─
そ
の
成
立
と
展
開
を
め
ぐ
っ
て
」（
開

宗
九
百
年
記
念
・
大
通
上
人
三
百
回
御
遠
忌
奉
修
局
編
『
融
通
念
仏
宗
に
お
け
る
信
仰

と
教
義
の
邂
逅
』
法
藏
館
、
二
〇
一
五
）。

（
15
）　�

阿
部
「
融
通
念
仏
縁
起
絵
巻
を
創
造
す
る
フ
レ
ー
ム
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「Fram

es 
and Fram

ings in a transdisciplinary perspective 

─
枠
、
枠
組
み
の
文
化
論
」

基
盤
研
究
（
B
）「
中
近
世
絵
画
に
お
け
る
古
典
の
変
成
と
再
結
晶
化
─
話
型
と
図
様
」

（
代
表
佐
野
み
ど
り
）、
二
〇
一
五
年
三
月
八
日
、
口
頭
発
表
。

（
16
）　
貞
慶
『
興
福
寺
奏
状
』「
第
二
図
新
像
失
」。

（
17
）　
前
掲
注
（
1
）
梅
津
『
絵
巻
物
叢
考
』。

（
18
）　�

前
掲
注
（
4
）
吉
田
論
文
、
阿
部
泰
郎
「『
と
は
ず
が
た
り
』
に
お
け
る
泣
不
動
説
話
の

再
文
脈
化
」（『
国
語
と
国
文
学
』
千
九
十
八
号
、
二
〇
一
五
）。

付
記

　
貴
重
な
寺
宝
の
熟
覧
調
査
を
御
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
融
通
念
仏
宗
大
本
山
大
念
佛
寺
、
な

ら
び
に
西
光
寺
住
職
戸
田
孝
重
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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本
稿
は
J
S
P
S
科
研
費
1
5
K
0
2
2
2
5
（
代
表
阿
部
美
香
）、
J
S
P
S
グ
ロ
ー
バ

ル
展
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
絵
も
の
が
た
り
メ
デ
ィ
ア
文
化
遺
産
の
普
遍
的
価
値
の
国
際
共
同
研
究

に
よ
る
探
求
と
発
信
」（
代
表
阿
部
泰
郎
）、
お
よ
び
三
菱
財
団
人
文
学
科
学
研
究
助
成
「
日
本

中
世
絵
画
と
文
学
に
お
け
る
、
イ
メ
ー
ジ
と
テ
ク
ス
ト
の
双
方
向
性
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

（
代
表
山
本
聡
美
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
す
。

写
真
ク
レ
ジ
ッ
ト
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